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自己点検
結果

【選択】
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Ⅴ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅲ
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Ⅳ
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いる

Ⅰ
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いる

Ⅱ
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いる

※　黄色枠部分についてご記入ください。

※　提出時期は、【毎事業年度の終了後４か月以内】となりますのでご注意ください。

観光地域づくり法人（DMO）事業報告書

課長 松尾　麻美

記入日

令和6年4月1日～令和7年6月30日記入対象期間

令和7年7月29日

記入者
（担当者）
連絡先

事業部企画課

0956-23-3369

－

DMO名称 公益財団法人佐世保観光コンベンション協会

DMO登録区分 登録DMO

１．基本情報

宮地　秀郎

候補DMO 登録日 平成28年11月2日 平成29年11月28日登録DMO 登録日

理事長 辻󠄀　宏成

－

運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自主財
源の確保について関係自治体と共に具体的な検討が行われている

ＤＭＯの業績について対外的に説明責任を果たすため、最終的な責任者が明確化されている

データ分析に基づいたマーケティングに関する責任者（ＣＭＯ：チーフ・マーケティング・オフィ
サー）が専従で最低一名存在している

上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光地
域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書面に
より関係者に説明・共有している

地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観光
地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を実施している
（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設定
している

〔１〕

〔３〕

（左欄で満たしていないを選択した場合）
具体的に、どのような点において
満たしていないと認識しているか

〔４〕

〔５〕

安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・地方税等の地方税、
負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費等が考えられるが、これらの財源を確保で
きる見通しがある

ＤＭＯの持続可能な運営のため、運営収支や安定的な運営資金の確保に関する財務責任者
（ＣＦＯ：チーフ・フィナンシャル・オフィサー）を設置している

ＤＭＯが法人格を取得している

上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている
（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項目は必須とし、地域の実情
に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

常務理事兼事務局長 辻󠄀　英樹

事業部 事務局次長兼事業部長

２．ＤＭＯの登録要件に対する自己点検

合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、資
料を作成し、書面により関係者と共有している

地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、
①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業者、④行政
が全て参画している

戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現している

asami.matsuo@sasebo-sight.com

点検項目

〔２〕

戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向上・
評価が実施される仕組みや体制が構築されている

戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが主導
する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を定期的に行ってい
る

情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協
働し、一元的かつ効率的に行っている

ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っ
ている

少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的にデー
タを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス状況、住民満足度のデータを収集してい
ることが望ましい）

mailto:asami.matsuo@sasebo-sight.com
mailto:asami.matsuo@sasebo-sight.com
mailto:asami.matsuo@sasebo-sight.com
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上記合意形成の仕組みの概略
（例：DMOの役割、行政やその他構成員
の役割分担　等）

・観光圏推進協議会
佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長からなる最
高意思決定機関
・観光圏推進委員会
事業の方針決定、合意形成、情報共有。

（１）DMOを中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者との合意形成について

（記入上の留意点）
※　形成計画の記載内容に基づき、実際に取り組んだ実績や成果をご記載ください。
※　いつ取組を行ったのか、具体的な時期をなるべく盛り込んでいただきますようお願い致します。
※　途中段階の取組であっても、どこまで達成できたのか、いつ達成する見込みなのかをなるべく詳細にご記載ください。

　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅰ．合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）

上記合意形成の仕組みとなる会議体以外の設置状況・開催実績について、ご記入ください。（例：分科会、ワーキンググループ、実務担当者会議　等）

合意形成の仕組みとして位置づけている
会議体の名称（例：理事会、協議会　等）

・観光圏推進協議会（最高意思決定機関4名）
・観光圏推進委員会（執行機関19名）

直近１年間における開催実績と参加人数
　※開催していない場合は、その理由と
今後の見通しを記載すること。

令和6年度　第1回　観光圏推進委員会開催（開催日：令和6年10月24日）
・出席者15名、事務局5名、オブザーバー5名
令和6年度　第2回　観光圏推進委員会開催（開催日：令和7年2月12日）
・出席者16名、アドバイザー1名、事務局6名、オブザーバー4名
令和6年度　第1回　観光圏推進協議会開催（開催日：令和7年3月27日）
・出席者4名、事務局7名、オブザーバー4名

①観光圏推進協議会（最高意思決定機関4名）
内容：佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長からなる最高意思決定機関
頻度：年1回。その他、必要がある場合。

②観光圏推進委員会（執行機関19名）
内容：事業の方針決定、合意形成、情報共有。
頻度：年2回程度開催。

③観光地域づくりマネージャー戦略会議
内容：佐世保・小値賀観光圏で、観光庁に認定を受けた観光地域づくりマネージャーが事業の方向性や内容について協議、情報共有する会議。
頻度：四半期に一度開催。

④西九州させぼ広域都市圏連携会議
内容：近隣の12市町と連携して、“西海国立公園”をはじめとした海でつながる西九州させぼを自然や歴史・食などをテーマに観光資源を磨き上げ、選ばれる観
光地づくりを目指す。
頻度：年2回程度開催。（平戸市・松浦市・西海市・伊万里市・東彼杵町・川棚町・波佐見町・小値賀町・新上五島町・有田町・佐々町・佐世保市）

⑤佐世保市関係部署との進捗会議
内容：佐世保市観光課、文化財課、まち整備課、文化国際課、佐世保観光コンベンション協会の各事業に関する進捗スケジュール共有会議。
頻度：毎月1回開催。

⑥佐世保市と小値賀町との進捗会議
内容：佐世保市観光課、佐世保観光コンベンション協会、小値賀町産業振興課、おぢかアイランドツーリズム協会との4者で事業の進捗スケジュール共有会議を
実施している。
頻度：毎月1回開催（月1オンライン、四半期毎にリアルで開催）

⑦肥前窯業圏活性化推進協議会
内容：「日本遺産」である佐賀・長崎両県にまたがる肥前窯業圏（佐賀県：唐津市・伊万里市・武雄市・嬉野市・有田町／長崎県：佐世保市・平戸市・波佐見町）と
しての観光地づくりの方針や戦略をまとめる戦略会議。
頻度：毎月1回程度開催。（唐津市、唐津焼協同組合、唐津やきもん祭り実行委員会、伊万里市、伊万里鍋島焼協同組合、伊万里市観光協会、武雄市、一般財
団法人武雄市観光協会、武雄市商工会、嬉野市、一般社団法人嬉野温泉観光協会、肥前吉田焼窯元協同組合、有田町、一般社団法人有田観光協会、株式会
社有田まちづくり公社、佐世保市、佐世保観光コンベンション協会、三川内陶磁器工業協同組合、平戸市、平戸観光協会、公益財団法人松浦史料博物館、波佐
見町、波佐見焼振興会、一般社団法人波佐見町観光協会）

⑧その他
内容：上記のほか、宿泊事業者に特化した定期的な会議を設けている。
・佐世保市内宿泊事業者定例会（参加：佐世保旅館ホテル協同組合、佐世保市観光課、佐世保観光コンベンション協会）　毎月１回

３．具体的な取組状況



佐世保旅館ホテル協同組合

西肥自動車㈱、佐世保市タクシー協会、九州旅客鉄道㈱、松浦鉄道㈱、佐世保旅客船協会

　①地域が売りとする観光資源の関係者
（文化財、国立公園、農泊、アクティビ
ティー、農林水産業、商工業　等）

　②宿泊事業者（旅館、ホテル　等）

　③交通事業者
（鉄道、バス、タクシー　等）

　④行政

◆観光･文化施設事業者
させぼパール・シー㈱、ハウステンボス㈱、公益財団法人佐世保地域文化事業財団
◆商工、農林水産業事業者
佐世保商工会議所、小値賀町商工会、ながさき西海農業協同組合、佐世保市水産振興協議会（圏域に所在する６漁
協）、一般社団法人佐世保物産振興協会、させぼ四ヶ町商店街協同組合、佐世保三ヶ町商店街振興組合
◆教育機関
長崎国際大学、長崎県立大学、長崎短期大学
◆地域金融機関
十八親和銀行、九州ひぜん信用金庫、西海みずき信用組合
◆地域団体
NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会、一般社団法人宇久町観光協会、NPO法人黒島観光協会、江迎活性化協
議会、みかわちの魅力あるまちづくり実行委員会、俵ヶ浦半島開発協議会、チーム俵、SASEBOまち元気向上委員会、
一般社団法人RE PORT SASEBO、一般社団法人高島活性化コンベンション協会、株式会社ミライステラス、合同会社
欒
◆各種イベント等の実行委員会
YOSAKOIさせぼ祭り実行委員会、佐世保JAZZ実行委員会、SASEBO JAM FESTIVAL実行委員会、きらきらフェスティ
バル実行委員会、させぼシーサイドフェスティバル実行委員会
◆その他
一般社団法人佐世保青年会議所、佐世保商工会議所青年部、株式会社FMさせぼ

　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅱ．地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業
者、④行政　が全て参画している

長崎県佐世保市、長崎県北松浦郡小値賀町

上記合意形成の仕組みとなる会議体における構成員のうち、以下の①～④に該当する関係者の組織・団体名を全て挙げてください。
　　※会議体の最新版の構成員名簿を添付すること。
　　※関係者がいない場合には、その理由を明記すること。



目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

全体 131,200 61,558 80,000 80,944 96,000 100,230 100,000 120,000 140,000

インバウンド

全体 24,000 24,036 26,000 28,044 28,000 39,624 30,000 32,000 34,000

インバウンド 46,000 39,200 47,000 77,992 48,000 50,806 49,000 50,000 51,000

全体 1,385 1,547 1,622 1,829 1,900 1,847 1,957 2,015 2,076

インバウンド 73 63 96 138 127 180 168 176 185

全体 92.0 92.2 93.0 94.7 94.0 91.1 95.0 95.5 96.0

インバウンド 53.9 54.5 55.1 55.7 56.2 56.7

全体 73.0 60.1 73.5 59.7 74.0 58.8 74.5 75.0 75.0

インバウンド 21.5 22.0 22.5 23.0 23.5

10,600 10,636 12,720 11,036 15,260 10,143 16,020 16,820 17,660

64.0 61.1 65.0 57.5 66.0 59.7 67.0 67.5 67.7 .

1,028,200 1,028,628 1,060,000 1,181,932 1,091,800 1,170,521 1,124,500 1,158,200 1,216,100 .

892,400 894,034 920,000 948,178 947,600 947,704 976,028 1,005,308 1,035,400 .

2027（R9）年度

観光素材認知度（九十九島）

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
当圏域を代表する「九十九島（くじゅうくしま）」の認知度は、前年を2.2ポイント上回ったが、目標には達することができなかった。R7年には九十九島を含
む「西海国立公園」が70周年を迎えることから、これを契機に認知度向上に努めたい。

ワンストップ窓口での旅行商品
参加数【人】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
前年並みの販売数となった。特に半数以上を占めるSASEBO軍港クルーズについて、R6年度は「夕暮れクルーズ」や横須賀市と連携した特別便を運航
するなどブラッシュアップした。今後も引き続き、様々なバリエーションで観光客へ訴求したい。

公式HPユーザー数

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 公式HPについては、前年と同様の水準となった。今後もSEO対策を講じながら、より魅力的な記事を展開できるよう推進していく。

宿泊客数は約184万7千人（前年比100.9%、約1万7千人増／2019年比108.7%、約14万8千人増）とコロナ前より増加した。また、外国人宿泊者数も18万人
（前年比130.4%、4万2千人増／2019年比107.7%、1万3千人増）と、コロナ前の水準まで回復しているが、全国的なインバウンドの増加率から比較するとま
だ伸び率は低く、今後いかに大都市圏から地方部へ誘客できるかが鍵となる。

③来訪者満足度
【％】

2024（R6）年度 2025（R7）年度 2026（R8）年度

公式HPエンゲージのあった
セッション数

データに基づく明確なコンセプトを持った戦略策定に至るまでのプロセスや、分析方法（内部・外部環境分析、SWOT分析、STP分析、マーケティング・ミックス等）
について、ご記入ください。
　※自治体が策定する観光振興計画が存在する場合は、当該計画と戦略との整合性が留意されているかも踏まえて記入すること。
　※ＤＭＯとして策定した戦略の内容が分かる資料が存在すれば、添付すること。

総合満足度は91.1%と昨年を3.65ポイント下回ったものの、トップボックスである「大変満足」では33.3%と（前年22.8%、10.5ポイント増）前年から大幅に増加
した。来訪回数別にみると「大変満足」は初めて層の方が高めとなっており、初めて来訪される方の満足度を上げられるかどうかが、再来訪にもつながる
鍵となる。

④リピーター率
【％】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
リピーター率は58.8％と昨年度から0.9ポイントダウンしているが、コロナ禍においては、マイクロツーリズムが大半を占め、近隣からの日帰り観光客が増
加したことから高い数値（2021年72.5％）となっていたものが、コロナが収束し大都市圏など遠方からの観光客により、リピーター率が減少しているものと
考える。コロナ禍に設定したKPIの目標値の見直しも検討。

その他の目標

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析

①顧客満足度調査事業
全国の観光圏と連携して来訪する外国人及び日本人の属性、消費額等の調査を行った。
調査サンプル数　実績896件　目標1,000件　達成状況89.6％

②観光地点調査事業
主要観光地点の入込客数のデータ収集を行った。
調査個所：展海峰（2箇所）、弓張岳展望台（1箇所）、神崎鼻公園（1箇所）

③その他
・多様化するニーズを把握し観光客の増加や滞在時間の延長を図るため、地域資源の掘り起こしや旅行商品の開発、プロモーション方法、観光客の満足度及び
再来訪率向上の取組み、アクションプラン事業における観光ニーズ調査、二次交通施策効果などの基礎資料となる市場調査（GAP調査）を行った。
・佐世保市を訪れる観光客に対し訪問目的、訪問のきっかけ、消費額、世帯年収など、定量調査のみならず、観光客の意図や課題などの生の声も明らかにし、
レポートに反映させるため、佐世保市観光アンケート調査を行った。

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析

必須ＫＰＩ

①－１　旅行消費額
（総額）

【百万円】

①－２　旅行消費額
（一人当たり単価）

【円】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
物価高などの影響により、全項目（交通費、宿泊費、飲食費、買い物費、その他）において前年を上回り、旅行消費額が大幅に伸びた。一人当たりの単
価でみると、平均消費額が39,624円（前年＋11,580円）、うち日帰り12,402円（前年△36円）、宿泊50,902円（前年＋13,436円）と宿泊が大きく牽引し、増加
した。

②延べ宿泊者数
【千人泊】

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅰ．少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的にデータを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス状
況、住民満足度のデータを収集していることが望ましい）
　〔２〕Ⅱ．戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現している　
　〔２〕Ⅲ．誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設定している
　〔２）Ⅳ．上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項目は
必須とし、地域の実情に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

ＫＰＩの達成状況についてご記入ください。　※過去３年間、今後３年間分を記入すること。

項目
【単位】

2022（R4）年度 2023（R5）年度

（２）各種データ等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコンセプトに基づいた戦略（ブランディング）の策定、
　　　ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立



取得状況 認証を受けていない

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅴ．戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、資料を作成し、書面により関係者と共有している
　〔２〕Ⅵ．ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っている

〇九十九島クリーンアップ大作戦事業
毎年「九十九島の日」である9月19日に開催しており、観光客を迎え入れるおもてなしの心の向上と環境保全・観光PRなどを目的とした清掃美化活動を行った。
R6年度は新たな取り組みとして、九十九島の自然に関するクイズラリー清掃やシーカヤックでの海洋ごみ拾いを実施し、250名の方に参加いただいた。

〇九十九島ビジターセンター運営協議会
内容：九十九島ビジターセンター、させぼパール・シー株式会社、環境省佐世保自然保護官事務所、長崎県県北振興局、佐世保市観光課、佐世保観光コンベン
ション協会との6者で共有会議を実施している。
頻度：毎月1回開催

持続可能な観光の取組の実績について、ご記入ください。（例：観光客のマナー違反対策、事前予約制や混雑状況の可視化、ゴミの削減や環境に配慮したコン
テンツ開発、観光客増加による影響に関する住民向け説明会　等）

ベスト・ツーリズム・ビレッジ
としての認証

【選択】

その他、持続可能な観光に関する認証制度等
（自由記述）

取得していない いずれも受けていない

持続可能な観光に関する国際的な認証・表彰の取得状況について

　DMOである佐世保観光コンベンション協会やおぢかアイランドツーリズム協会が直接行う事業、ワーキンググループや協議会が企画し推進する事業、DMOが
各地域の状況に合ったかたちで関わりサポートしながら地域団体・住民が自主的に行う事業など、それぞれの推進方法にあわせ、いずれも、DMOが事業の計画
段階から関わり、アウトプット、アウトカム指標を設定し、実施主体が事業を推進し、事業終了後は、実施主体とDMOが各指標と照らし合わせチェックを行い、次
の取り組みへ反映させた。

〇共有を行った会議
（１）「海風の国」佐世保・小値賀観光圏推進協議会・「海風の国」佐世保・小値賀観光圏推進委員会
（２）佐世保市経営状況報告会（佐世保市議会議員（33名）が全員参加する会議）

※別添資料のとおり

日本版持続可能な観光ガイド
ライン（JSTS-D）ロゴマーク

【選択】

グリーン・ディスティネーションズ
による認証・表彰【選択】

※複数で表彰された場合は最上
位の表彰を選択

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した資料を作成し、書面により関係者に共有した実績についてご記入ください。
　※ＰＤＣＡの実施については、評価・分析に基づいて、必要に応じて計画の見直しを行った場合は、その具体例も記入すること。
　※実際に共有を行った資料を添付すること。

デジタル化やDXを推進するための取組の実績について、ご記入ください。
（例：CRM、DMPの導入、地域内の宿泊施設へのPMS導入支援、MaaSによる二次交通の利便性向上　等）

〇全国の観光地・観光産業における観光DX推進に関するマーケティング強化モデル実証事業
・観光客を呼び込み、消費拡大を促す適切なマーケティングプランを設計するための必要な情報を取得、蓄積するとともに、予約プラットフォーム（地域OTA）のシ
ステムを開発し、ウェブサイト内に導入した。令和7年度から本格運用を行う予定。

〇GPS付レンタサイクル導入
観光庁の補助金「地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業」の面的DX化計画に採択され、位置情報を取得できるレンタサイクルを導入（4
台）した。利用者の周遊データを収集・分析し、観光コンテンツの造成に活かした。

〇最適化ルート情報発信事業
・観光マイスターや観光に関心がある市民の方々に、お勧めの観光周遊ルートや観光に関する記事を作成してもらい、スマートフォン向け観光サービス
「STLOCAL」や当協会の公式HPに掲載した。周遊ルート作成にあたって、計2回の観光マイスターを対象とした周遊ルート作成講座（ワークショップ）を実施した。

〇ふるさと納税返礼品・デジタル地域通貨「させぼe旅ポイント」の管理・運営
・ふるさと納税寄付者の属性と購買データを収集・分析し、マーケティングを強化した。



〇ツアー及び体験ガイド人材育成事業「海風の国ネットワーク」交流会
ガイド等の観光に携わる方々が、観光客のニーズに合わせたおもてなしの提供ができるよう、気軽に情報交換や圏域内の観光について学び、連携を取り合う場
づくりを行った。通常は、グループLINE（参加者数42名／4月現在）でやり取りをし、3月には佐世保観光ワークショップ＆交流会を開催した。

〇「海風の国」観光マイスター事業
佐世保・小値賀の様々な情報と豊かな知識とおもてなしの心をもって観光客を案内できる「海風の国」観光マイスターを認定する試験を実施した。また、小学生向
けに佐世保･小値賀ならではの観光資源などを、楽しく学ぶ勉強会を実施した。
あ.「海風の国」観光マイスター認定試験　シルバー　・日　時：令和6年9月24日（火）・25日（水）
い.「海風の国」観光マイスター認定試験　ゴールド　・日　時：令和6年11月8日（金）・9日（土）・10日（日）
う.「海風の国」こども観光マイスター勉強会　・日　時：令和6年12月26日（木）　“艦艇が見守るまち、佐世保　歴史と今を巡る魅力発見ツアー”

〇日本遺産特別公開ツアー事業
旧軍港市日本遺産活用推進協議会事業として、日本遺産特別公開ツアーを実施（R6年11月17日、30日の2回）し、合計36名が参加した。参加者のうち約6割が
地域住民。
※「旧軍港市日本遺産活用推進協議会」とは、横須賀、呉、佐世保、舞鶴の4市が連携し、日本遺産「鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴～日本近代化の躍動を体
感できるまち～」を観光や地域活性化に活用するための協議会。日本遺産のPR・認知度向上、観光客誘致、地域経済の活性化などを目指し、四市が協力して
様々な事業を展開している。

戦略の共有に照らし合わせて、地域の多様な関係者が参画する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を行った実績や具体例につ
いて、ご記入ください。

地域住民に対する観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：住民対象のアンケート調査、住民参加型の着地型ツアー、観光教育プログラム　等）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅰ．地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を
実施している（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅱ．上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光地域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析結果
等を記載した資料を作成し、書面により関係者に説明・共有している

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅲ．戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが主導する合意形成の場において、地域における取組の不足
や重複等の調整を定期的に行っている

ＤＭＯの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況やＤＭＯの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書面により地域住民も含
めた関係者に対して説明・共有を行った実績について、ご記入ください。
（例：地域住民向け説明会、DMOの取組を紹介する広報誌・アニュアルレポートの作成　等）
　※実際に説明・共有を行った資料も添付すること。

（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整・仕組み作り、プロモーション

〇地域一体とした観光振興のためのマーケティング強化事業
R5年11月から毎月、定期的に分析したデータを基に、観光動向など関係事業者に有益な情報をまとめたマーケティングレポートを作成し、発信を行っている。ま
た、マーケティングレポートをわかりやすく解説した動画をYoutubeに公開している。
https://www.sasebo99.com/feature/sasebo_marketingreport

〇マーケティングセミナーの開催
賛助会員やステークホルダー向けに、「マーケティングとは、マーケティングレポートの活用方法」などについてセミナーを開催し、50名が参加した。

〇観光ワークショップの開催
「明日の佐世保を考える」と題して多様な業種や属性の方が発言しやすい機会を設け、いつもと違う気づきや考え方に触れ、「佐世保」について考えるための
ワークショップを開催し、様々な業種の方々、合計25名の方に参加いただき、活発な意見交換ができた。

〇「観光圏について」、「DMOについて」、「佐世保市観光統計」、「来訪者満足度等調査」、「GAP調査」等のデータを公式HPにて公開
https://www.sasebo99.com/feature/business

〇当協会公式HPにて、毎月の活動報告を掲載。
https://www.sasebo99.com/footer/pressrelease

〇観光施設の高付加価値化事業
観光庁の補助金を活用し、観光施設を再生し、地域全体で魅力と収益力をより高めるため、観光施設全体が再生・高付加価値化できるような施設改修等を支援
する事業で、地域計画のコンセプトを「街なかの賑わい創出とアメリカンナイトエコノミーによる滞在促進」とし、佐世保港を中心とした街なかエリアの宿泊施設・観
光関連施設事業者などの外観や館内改修を行った。
・施設高付加価値化整備　13件



〇佐世保観光情報センター（ワンストップ窓口）運営
来訪された観光客のワンストップ窓口機能として、佐世保駅構内に設置し、佐世保市内はもとより、平戸・松浦など長崎県県北地区、小値賀・宇久など五島列島
への玄関口として各地の観光情報、交通アクセス、飲食店、宿泊施設などの総合案内業務に加え、着地型商品や地域物産品などの販売を行った。
営業日数：365日（9：00～18：00）
来訪者数：26,671名（日本人22,662名、外国人4,009名）

〇プロモーション事業
①パブリシティ
旬のイベント等を広報活動、フィルムコミッション機能を強化しパブリシティの獲得及びWEB・SNS広告を活用して情報発信を行った。
②WEB・SNS広告
素材・内容、ターゲット等に応じて、適切・効果的に媒体を選択し発信した。また、発信後も広告効果測定を行い、エンゲージメントやクリック率が低いものは、バ
ナーデザインの変更やターゲティングの見直しなどを行った。
③公式HP事業
来訪見込客への情報の充実及びWEB広告と連動した誘客促進のため、公式WEBサイト「海風の国 させぼ・おぢか観光情報サイト」において、新規特集の追加や
改訂更新、SEO対策の強化を図った。

〇.九十九島誘客事業（ハウステンボス連携事業）
ハウステンボスの全国認知度と共同出稿によるスケールメリットを活かし、九十九島を中心とする佐世保エリアとハウステンボスの周遊を促すプロモーションを
行った。（インフルエンサー招聘事業、共同ランディングページ「mottoハウステンボス！motto佐世保！」新規コンテンツ制作など）

〇【小値賀町】インバウンド向け情報発信事業
英語圏、フランス語圏に向けた情報発信として、インフルエンサーの招聘、海外メディアへの情報発信を行なった。（訪日メディアVOYAPON掲載、記事拡散、海外
メディア配信など）

〇マーケティングレポートの配信
R5年11月から毎月、定期的に分析したデータを基に、観光動向など関係事業者に有益な情報をまとめたマーケティングレポートを作成し、発信を行っている。合
わせて、マーケティングレポートをわかりやすく解説した動画をYoutubeに公開している。レポート作成に際しては、職員のマーケティングスキルを向上させるため
長崎のシンクタンクへ伴走支援を委託。

〇人材育成業務
観光庁が支援する観光圏内の地域づくりの中心的役割を担う「観光地域づくりマネージャー」の育成を目的とした研修会へ参加した。
（研修参加者）
・田中　裕介　させぼパール・シー株式会社　営業課
・中村　佳那美　佐世保観光コンベンション協会　企画課

〇ツアー及び体験ガイド人材育成事業
観光ガイド人材を育成するための取り組みを実施。（3ヶ年計画の1年目）R6年度は、ツアーガイド養成講座（座学、実地）及びリスクマネジメント研修を行った。
①海軍さんの散歩道（受講者数9名）、②佐世保軍港クルーズ（受講者数14名）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅳ．戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制が構築されている

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅴ．情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協働し、一元的かつ効率的に行っている

情報発信・プロモーションに係る取組の実績について、ご記入ください。
（例：ワンストップ窓口の整備、ターゲット別のプロモーション方針の作成、SNS発信、観光案内所のサービス維持・向上、トップセールス　等）

観光資源の磨き上げや受入環境の整備等の着地整備の取組の実績について、ご記入ください。
（例：着地型旅行商品の造成・販売、域内交通を含む交通アクセスの整備に係る調整、多言語表記　等）

〇ガストロノミーツーリズム推進事業
「食」による観光コンテンツ及びナイトタイムの強化として、「魚の美味しいまち、佐世保」をコンセプトとしたメニュー開発を行い、市内飲食店等地域事業者と連携
しながら観光事業への意識醸成と、市内周遊の促進を図る事業。令和5年度から3ヵ年計画で、1年目は「九十九島ひらまさ」を使った料理の提供を計画する飲食
店を中心とした推進体制の基盤づくりを実施した。2年目となるR6年度は、料理提供店拡大及び市・県民への周知施策、プロモーション施策、セミナーの開催等を
主に実施した。

〇小値賀空港を活用した着地型旅行商品の造成事業
小値賀空港発着の着地型旅行商品として、古民家ステイやゴルフ場、古民家レストラン藤松を利用し、消費単価増に資するツアーを造成した。空港利用は自家
用飛行機で来島パターンとチャーター機で来島パターンの2種類を造成した。

〇２つの国際クルーズ拠点を活用したクルーズ観光推進事業
日本観光振興協会からの委託事業。クルーズ船寄港による地域経済への波及効果を最大化するため、受入拠点である寄港地が抱える課題を抽出し、課題解
決に向けた取り組みにつなげるもの。R6年度は、次年度に実施するクルーズ船観光客の満足度向上に資する取り組みを実現するための事業計画の策定、及び
有識者検討会議を実施した。

〇万津町させぼ朝市活性化事業
佐世保朝市の活性化を目的に佐世保朝市運営委員会ほか関係団体等と協議・連携し、にぎわいを創出するイベントを実施するとともに、市内外からの来訪促進
につながる将来を見据えた事業展開の可能性について検討し、中長期視点での計画を策定するもの。R6年度は、市民向けおよび関係事業者向けアンケート調
査（2回）、全国朝市サミットへの参加、視察、特集記事・動画の制作・公開、朝市公式ホームページの改訂・更新、朝市を活用したイベント「NEO朝市」への支援を
行った。

〇佐世保市が発行する「広報させぼ」の観光情報掲載や市のＳＮＳでの情報発信など、共有しながら連携して実施している。
〇佐世保の2大観光地のひとつ「ハウステンボス」とは連携してランディングページ「mottoハウステンボス！motto佐世保！」を運営し、連携して情報発信を実施
している。https://www.huistenbosch.co.jp/mottohtbssb/
〇佐世保の2大観光地のひとつ「九十九島パールシーリゾート」とは、メディア露出情報などを情報共有し、SNSでの情報発信を連携して実施している。

一元的かつ効率的に情報発信・プロモーションを実行するための、ＤＭＯと地域の多様な関係者（自治体・民間事業者等）との役割分担について、ご記入くださ
い。

観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：品質保証制度、OTAの活用、人材育成研修、CRMによるマーケティング　等）



☑

ＤＭＯが運営・管理を行っている、地域全体を包括する情報発信・予約・決済機能をシームレスに提供するウェブサイトについて（ない場合は「なし」と記入）

（URL）https://www.sasebo99.com/

上記ウェブサイトが以下に該当する場合はチェックをつけてください。

（４）安定的な運営資金の確保

※１  自地域のウェブサイトにおいて、地域内の主要な各エリアの情報を1つ以上掲載している状態を指す。
※２　自地域のウェブサイトにおいて、※1の主要な各エリアにおける各情報（①宿泊、②体験・アクティビティ、③飲食）をそれぞれ1つ以上掲載している状態を指す。
※３　自地域のウェブサイト内で予約から決済まで一気通貫に行える状態、又は、ＯＴＡ等の該当施設等の予約画面まで直接遷移するリンクを掲載している状態を指す。
　　　  ＯＴＡ等のリンクを掲載するのみで当該施設の予約画面まで直接遷移しないものは含まないこととする。
※４　戦略においてターゲットと設定している国の言語対応を指す。
※５　ターゲットに即した言語で自地域のウェブサイト内で予約から決済まで一気通貫に行える状態、又は、その国の旅行者が主に使用しているOTA等の該当施設等の予約画面まで直接遷
移するリンクを掲載している状態を指す。

自主財源（特定財源、自治体からの受託事業（指定管理者制度、ふるさと納税等）、収益事業（旅行商品の造成・販売等）、会費等）の更なる確保に向けた今後
の見通しについて、ご記入ください。

R5年度までは、アフターコロナとして、自治体（佐世保市）から経済対策など委託事業が多数あったが、R6年度は大きな委託事業がなく受託収益が減少した。
収益事業については、粗利益の多くを占める「ふるさと納税宿泊券」がR6年10月から紙媒体からデジタル化（e旅ポイント）に完全移行したことにより、寄付額が減
少。且つ、管理運営の仕組みが大きく変わったことから、利益率が下がり、財源確保に大きく影響した。今後は、デジタル化を広く周知するとともに、利便性をPR
するなど情報発信を強化し、ふるさと納税の収益を回復させたい。

（参考）主な収益事業
(1)旅行部門
①旅行事業
近年、地域の住民、事業者に伴走し商品開発を更に進めており、そこで開発した体験商品などを受託販売や旅行商品として造成販売を強化した。
・募集型企画商品（アドベンチャーツーリズム関連商品、街歩きガイド、日本遺産ツアー等）
・手配旅行（コンベンション事務局補助、宿泊斡旋等）
②自社商品事業
・ハウステンボス等観光施設の入場券をセットにした商品（販売中）
・飲食店や体験等をセットにした商品「九十九島満喫PASS」
・まちなかレンタサイクル（移動データを取れるもの）
③商品受託事業
・軍港クルーズ：船会社と共同開発。主催は船会社。ガイドはDMOで手配。
・海風旅エクスペリエンス：エリア内の体験施設などを集約ブランド化して受託販売
④ふるさと納税事業
・佐世保市内の宿泊施設、観光施設、飲食店で使用できる「させぼe旅ポイント」（R6.10月～紙媒体から完全移行）
また、軍港クルーズやタクシープランなど着地型観光商品

(2)物販部門
①自社商品
オリジナルグッズを開発し観光情報センター、他観光施設等で委託販売
②受託商品
地域産品を観光情報センターで販売

(3)駐車場部門
①中央インターチェンジ駐車場
約3年間高架道4車線公示で休止中だったが、令和6年10月から営業再開した。街なかの人気バーガー店など近くにある観光客向け駐車場
②万津朝市駐車場
朝市の活性化のための事業計画立案にあわせ、朝市開催時間帯以外に同場所を月極駐車場として一般客に貸出

(4)会員部門
①賛助会費
飲食店や宿泊、観光施設を中心に366会員（1口）。
会員にとって有益な交流会や研修会を開催し、協会事業についての理解を深める。また、会員に対して、協会が発信するマーケティングレポートの提供、分析結
果の共有を行っていくことで、会員増を目指した。

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅰ．安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・地方税等の地方税、負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費等が
考えられるが、これらの財源を確保できる見通しがある

(a)地域全体を包括している※１ (b)宿泊、体験・アクティビティ、飲食

に係る情報を掲載している※２
(c)宿泊及び体験・アクティビティについては、サイト内或いは他予約サイト

へ遷移した上で予約・決済が可能な状態になっている※３

(d)ターゲットに即した言語※４で(a)、
(b)、を満たしている

(e)ターゲットに即した言語で、宿泊及び体験・アクティビティについて、サイト内或いは他予約サイトへ遷移した上で予約・決済が

可能な状態になっている※５



有

有

１．人件費
（１）負担割合について
R6現状（予算）
市100％補助 　8名（PF5名、広域連携1名、CV運営補助2名）
市　80％補助　　5名（PF企画課、情報センター）
市　50％補助　　7名（CV運営補助）
市　66％補助　1名（CV運営補助・事務局長）
市　 0％補助　1名（企画課）
合　計　104,587千円
うち佐世保市負担（公益目的事業）　　補助率　75.8％　（79,264千円）　
　
うち協会負担（収益事業・法人会計）　24.2％　（25,323千円）①

※佐世保市からの運営資金の負担額については、当DMOの職員の労働時間のうち、公益事業にかかる時間を元に割合を算出し、予算化を依頼している。R7年
度については、佐世保市負担を補助率一律90％で予算化している。

運営資金のうち行政からの支出による財源が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に検討を行ってきた実績や協議内容について
ご記入ください。
　※自主財源の確保に向けて、具体的な行動計画を策定していれば、その内容についても触れること。

検証結果の公表の有無（有の場合） 公表方法（有の場合）観光地域づくり法人のＨＰ上で公表

検証方法（有の場合）

外部組織等の参画者（有の場合） 佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長

４．次年度（次期）の事業計画の概要

※外部組織等によるＤＭＯの事業や予算に対する検証の仕組みについて

観光地域づくり法人の外部に設置された「海風の国」佐世保・小値賀観光圏推進協議会において、事業の進捗状況や
ＫＰＩの達成状況、予算等について検証し、次年度の事業内容や予算の検討に反映させることとしている。

毎年2月中旬

◆令和7年度事業方針
九州北部にある中核市である佐世保市の観光振興は、日本人観光客をベースにインバウンドの誘客も強化し経済波及効果を高めるため、オンリーワンの地域
を目指し、当市観光を代表する「ハウステンボス」、「九十九島」の2つのエリアと、交通の要衝で宿泊・商業施設が集積し、旧海軍とアメリカ文化が息づく「港まち・
街なか」エリアを中心に、それらから広がる自然、歴史、文化など多種多様な佐世保の魅力を磨き上げ、発信していく取組を短期及び中長期的成果双方の視点
を持ち行う。
事業推進にあたっては、ハウステンボスや九十九島パールシーリゾート等の観光施設、宿泊施設等の地域事業者及び九州観光機構、長崎県観光連盟等の観
光組織や西九州させぼ広域都市圏のほか九州内の観光圏事務局、各自治体関係の観光推進組織などとの連携を強化する。
特に、広域的な連携強化方針に基づき具体的な調査を進めているハウステンボスに呼応し、長期的な視点を踏まえた具体策を協議しながら、これまで以上の信
頼関係及び互恵関係の構築に努める。

外部組織等による検証の有無 検証時期（有の場合）

（５）その他特記事項

当DMOが、マネジメント・マーケティング対象とする区域「佐世保市」と「小値賀町」の中長期的な観光地域づくりを行うため、平成25年から5年毎に「海風の国佐世
保・小値賀観光圏整備実施計画」を策定、前年度は3期目（令和5～9年度）の整備実施計画を策定し、その計画に沿って事業を進めている。

また、R6年度から4年間の対象区域の中核となる「佐世保市」の経済対策に特化した観光分野の個別行動計画を佐世保市と共同で「佐世保市観光振興羅針盤」
として策定し、多様な観光資源の情報発信に努め、誘客促進に取組んだ。「佐世保観光振興羅針盤」のポイントは、観光ＤＸの推進をテーマに、デジタルマーケ
ティング等の取組みを積極的に実施することにより、各種データを継続的に収集・分析をすすめ、求めているターゲット（エリア、年齢層、性別、属性、インバウンド
等）層への効果的な情報発信や誘致促進策を戦略的に実施し、今後、 観光客から 選ばれる観光地として国内外からの誘客を図ることを目的に、 実効性のある
ものとしている 。　※（別添）『佐世保観光振興羅針盤』参照

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅱ．運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に具体的な検討が
行われている

◆令和7年度重点戦略
１．地域資源の魅力創出と受入体制の強化・高付加価値化
①エリアのキーとなる組織との連携によるエリアの特徴を活かした観光商品開発
②魅力あるガイド等観光人材の育成
２．マーケティング強化及びDXによる国内観光客の誘客・利便性の向上
①ウェブ・SNS等オウンドメディアでの情報提供・情報発信の内製化の推進強化
②観光データの収集・分析結果の地域事業者等への提供と活用促進
３．インバウンド拡大に向けた取り組み強化
①インバウンド向け（FIT・団体・クルーズ客）着地型商品の開発
②周辺自治体と連携したプロモーション


